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笹ヶ峰ダム・野尻湖の状況 ～満水を維持～ 
水源である笹ヶ峰ダム・野尻湖は７月 10 日現在、共に満水位

を維持し、渇水期のかんがい放流に備えている状況です。 
 

     
 

 

 

ダム写真      野尻湖写真 

           印刷直前に撮影予定                   印刷直前に撮影予定 

 

 

 

 

 

笹ヶ峰ダム                  野尻湖 
 

かんがい落水予定 
笹ヶ峰ダム：７月 20 日～  野尻湖：７月 20 日～ 

※天候状況により前後する可能性があります。 

※貴重な水源を持続的に使用するため、放流量を調整するの

で夜間の通水量が一時的に減少します。 

※突発的な豪雨等が発生、または予想されるときは幹線用水

路が減水・断水となりますので、ご理解願います。 
 

組合員の皆様にお願い 
１．用水のかけ流しは絶対に行なわないでください。 

２．各揚水機場については、稼働日を守り、ブロックローテーション 

により効率的なかんがいを行ってください。 

３．自動給水栓センサーを設置してください。 

４．畦畔の漏水を確認した場合、漏水対策を強化してください。 

 

休日電話窓口を開設 
渇水期の用水対応に備え、休日電話窓口を開設します。 
（TEL025-522-5722 開設期間 7/20～8/31 8:30～17:15） 
 



 

 

 

 

コシヒカリの葉色はほ場差大。生育量に見合った穂肥施用を！ 
 

 

 

 

 
 
 

 

 

【出穂予想と穂肥めやす】 

品 種 名 
出  穂 

予想日 

１回目穂肥 ２回目穂肥 
２回合計窒素量 

（10a当たり） 
時期  出穂前日数 時期 出穂前日

数 

こしいぶき 7/28頃 7/ 5頃  23 7/14頃 14 2.0kg 

コシヒカリ 8/ 3頃 7/16～7/19頃  18～15 7/24頃 10 1.0～2.5kg 

新 之 助 8/ 8頃 7/18～7/21頃  21～18 7/27～29頃 12～10 2.0kg 

みずほの輝き 8/12頃 7/18頃  25 7/30頃 14 3.0kg 

※稚苗５月 10～15日頃、中苗５月 15～20日頃に移植した場合を想定。 

 

 

   

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

（１）斑点米カメムシ類 

全般的にカメムシ類の発生が多く、斑点米の発生が懸念されます。生息地となる畦畔・農道の除草を、早生品種の出穂前に確実に実施しましょう。 

出穂期以降もイネ科雑草が出穂・結実しない状態に雑草を管理しましょう。 

（２）いもち病 

    予報によると７月の天候は、平年に比べ曇りや雨の日が多いため、いもち病に注意が必要です。葉いもちは見つけしだい、適切に防除しましょう。 

  （３）紋枯病 

前年に紋枯病が多発したほ場では、伝染源となる菌核が多く、今年も発生が多くなるおそれがあります。そのようなほ場では予防粒剤の散布等、紋枯病の 

薬剤防除を適切に行いましょう。 

 

 

（１）中干しは出穂期１か月前をめどに終了し、以降は過度な土壌乾燥を避け、発根促進や根の活力を維持するため間断かん水および飽水管理を徹底しましょう。 

（２）最終かん水を出穂期から 25日以降に行い、後期栄養の維持と、登熟後半の高温・フェーン現象等に備えましょう。 

    【図 中干し以降の水管理のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

２ 出穂予想と穂肥時期のめやす（７月１日現在の予想値）  

３ 穂肥施用のポイント  ～草丈と葉色で生育診断に基づいて適切に施用しよう！～ 

令和元年産｢上越地域米｣栽培技術情報 No.６ 

１ ７月１日現在の稲姿 

【２回目の穂肥：出穂 12日前頃の葉色による診断】 

○出穂後好天による高温登熟が予想され、出穂期の葉色が SPAD値で 31(葉色板 4.0)を下回ることが 

想定される場合は、出穂前３日に窒素成分で１kg/10a以内を施用すると未熟粒が減少する。  

【１回目の穂肥：幼穂形成期(出穂 24日前頃)の生育による診断】 

令和元年７月５日 

上越農業普及指導センター 

上越地域農業振興協議会上越地域米振興部会 

お問い合わせ先(TEL)  上越農業普及指導センター：025-526-9406  JAえちご上越農業対策課：025-527-2050 

○コシヒカリの生育は、草丈やや短く、茎数はやや多

く、葉色はほ場による差が大きくなっています。 

〇コシヒカリの出穂期は平年に比べ１日程度早まり、

８月３日頃となる見込みです。 

 

（１） コシヒカリの穂肥診断 ～生育調査結果を基に、穂肥時期及び量を判断しましょう～ 

※２回目穂肥は、後期栄養維持のため確実に施用する。 

※全量基肥肥料であっても、葉色低下が見られる場合は施用する。 

（２） こしいぶきの穂肥診断 ～2回目の穂肥を確実に施用しましょう～ 

■ 時 期 ： 出穂 14日前 

■ 施用量 ： 1.0kg/10a   ※低地力地域や後期栄養の不足が懸念される場合は、1.5kg/10aを施用する。 

【２回目の穂肥】 

   

 

葉色（単葉） 

草丈 

SPAD値  32～34 

葉色板  3.9～4.2 

SPAD値  35以上 

葉色板  4.4以上 

70～75cm以内 
時期・量とも基準どおり施用 

■出穂 18日前：1.0kg/10a 

時期を遅らせて施用 

■出穂 15日前：1.0kg/10a 

75～80cm以内 
施用量を減らす 

■出穂 18日前：0.5～0.8kg/10a 

時期を遅らせ、施用量を減らす 

■出穂 15日前：0.5～0.8kg/10a 

80cm 以上 施用不可 施用不可 

 

出穂 14～12 日前の

葉色(単葉） ↓ 

出穂 10日前の 

穂肥量(10a当たり) 

SPAD値 32～34 

葉色板  4.2～4.5 

基準量どおり施用 

 1.0～1.5kg 

SPAD値 35以上 

葉色板 4.6以上 

施用量を減らす 

 0.7～1.0kg未満 

 

① １回目の穂肥は生育診断に基づいて施

用時期と量を決定する。 

② 栄養凋落を防止するため、２回目穂肥

は確実に施用する。 

【１回目の穂肥：幼穂形成期(出穂 24日前頃)の生育による診断】 

４ 病害虫対策  ～斑点米カメムシ類の多発に注意！～ 

５ 水管理  ～極端な土壌乾燥に注意！～ 

【７月１日現在の生育概況：管内平坦地平均】   ※(  )内は、測定値：指標値との比較 

品 種 草丈 茎数 葉数 葉色(葉色値) 

こしいぶき 並(51cm:98%) やや多(525 本/㎡:105%) 並(10.3 葉:+0.1葉) 濃(40.6:+2.6) 

コシヒカリ やや短 50cm:94%) やや多(536 本/㎡:108%) 並(10.2 葉: 0.0 葉) 並(37.5: 0.0) 

 

 

 

 

 

 

間断かん水：湛水状態と落水状態を数日間隔で繰り返す。 

飽 水 管 理：水尻は止水し、自然減水で田面の水がなくなり、 

溝や足跡の底に水がたまっている箇所が散見さ 

れる状態になったら、かん水する。 

６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 

幼 
穂 

出 
穂 

収 
穫 

落水 中 
干 
し 

間断かん水 飽水管理 

終 
了 


